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♣ 苗木は大事に、植えつけはていねいに ♣

 よい苗木でも、取り扱いが悪いと活着や成長に影響します。 

 苗木は大事に取り扱い、ていねいな植えつけをしよう。 

 実生のすぎ・ひのきの山行苗を中心に、そのカンドコロをまとめてみました。

御参考に！ 
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☆ よい苗木は、氏と育ちがよく、ズングリ型で太根もいっぱい·························································  ２ 

● よい苗木とは 

● よい苗は、よい毛苗づくりから 

● よい山行苗は、適度な床替え間隔と管理上手から 

 

☆ 掘り取りは苗木を大事に、選苗は厳格に····························································································  ６ 

● 掘り取りは、あせらずに、大事に大切に 

● 選苗は、規格の区分だけでなく 

● 山行苗は、２年生の１号苗・２号苗が理想です 

 

☆ 苗畑仮植のしかた···································································································································  10 

● 掘り取った苗畑での仮植 

● 苗畑仮植のしかた 

● 国有林では、仮植をしません 

 

☆ 梱 包 の 実 際·······························································································································  14 

● 半日前に、タップリと散水を 

● 苗木が乾かないように 

 

☆ 苗木が着いたら·······································································································································  16 

● 先ず、品調べを 
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● 苗木が弱っていたり、すぐ造林出来るときは、水仮植をしよう 

● 土仮植は、造林地に近く排水によいところで 

● 土仮植の手順 

 

☆ 植えつけはていねいに ······························································································································· 20 

● 植えつけの適期は、米粒大の白根が出はじめてからが理想です 

● 植えつけは、根を切ってからにしよう 

● 苗木は、専用の苗木袋で 

● 植え穴は、深く、大きく 

● ていねい植えの手順 

● 苗木は、（一般には）真っ直ぐに植えよう 

● 埋めもどしは２回にわけて 
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よい苗木は氏と育ちがよくズングリ型で、太根もいっぱい 

● よい苗木とは 

○ 氏がよいものです。 

 造林地の環境や生産目的にあったよい遺伝質をもったものです。 

■ 成長がよく、病虫害や気象害に強く、真っ直ぐに伸びるなど、よい性質をもっているもの

です。 

○ 育ちがよく、ズングり型のものです。 

 発育が完全で、組織が充実し、病虫害その他の諸害におかされていないものです。 

 
■ 握って、堅い感じのするもの 

■ 苗高に比べて重いもの 

■ 下枝が四方によく張り出しているもの 

■ 地上部と地下部とのつり合いのよいもの 

■ 病虫害、その他の諸害におかされていないもの 

■ その樹種、品種特有の色をしているもの 

○ 太根もいっぱいのものです。 

 太い根（２mm 以上）や細い根がバランスよく出ているものがよいのです。 
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● よい苗は、よい毛苗づくりから 

○ 播伸しをしたものは、よくありません。 

 バラリと播いて間引きを省くと不健全なものが混じります。 

○ 播縮めしたものは、よくありません。 

 せまい面積で、多くの苗を生えさせるとヒョロヒョロした苗に

なります。 

○ よい苗は、間引きをすることによって出来ます。 

 

● よい山行苗は、適度な床替え間隔と管理上手から 

○ 床替本数は、40 本台がよい。 

○ 鳥足予防は、床替えのときの２回じめで。 

 

徒長苗とは 

■ 秋伸びした苗のこ

とです。 

■ 根切りで防ぎます。
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○ 施肥を８月までに。 

○ 必ず根切りを。ときには２回。 

《メ モ》 
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掘り取りは苗木を大事に、選苗は厳格に 

● 掘り取りは、あせらず、大事に大切に 

○ 掘り取りは、湿っているときがよく、灌水してから行っているところもあります。 

○ 掘り取る１ヵ月前に蒸散抑制剤をかけておくとよい。 

○ 苗木は、絶対に引き抜いてはダメ。スコップなどで、根をうかせ

てからにしよう。 

○ 根の長さは、12cm～13cm（45cm 上苗木で）もあればよい。傷め

ないことが大切。 

（機械掘りのときは、根の長さが短くなりがちなので要注意。） 

○ 掘り取った苗木は、すぐ、コモなどでおおい、陽光や風にあてな

いように！ 

 

苗木は 
 乾かせないこと。 

 

● 選苗は、規格の区別だけでなく 

○ 選別は、風や陽光にあてないように気をくばり、素早くしよう。（出来れば屋内で） 

■ 選苗のポイント 

▲ 先ず、丈と根元の太さで、

１号、２号……と。９ペー

ジを！ 

▲ つぎのような苗木をより

出して、思いきって焼いて

しまおう。 

 

△ 地上部のよくないもの 

△ 下枝の張り具合のよくないもの ２・３・９ページを 

△ 葉の色のよくないもの 参照しよう。 

△ 根の張り具合のよくないもの 

△ 根にキズのあるもの 

△ 病害を受けたもの 

△ 虫害をうけたもの 

△ その他諸害をうけたもの 

○ ２年生の格外は、形質をそろえる点から再床替えはやめよう。 
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○ 屋外のときは、コモかムシロを用意してから。 

 
○ 不良苗は、思いきって焼き捨てよう。 

 

○ 選別は、正しい定規で、正しく測ろう。 

 太さも、きちんと測ろう。 
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● 山行苗は、２年生の１号苗・２号苗が理想です 

 
 

苗木の重さと活着 

 重さは、規格内で 120ｇ以上が理想です。 

 一般に、苗木が乾燥して 10％軽くなると 20％枯れ、20％軽くなると 40％枯れ、

40％軽くなると殆ど活着しないといわれています。 
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苗畑仮植のしかた 

★販売用の苗畑仮植は、植えつけの２ヵ月以前に 

★必ず、１本並べに 

★踏みつけをシッカリと 

 

● 掘り取った苗畑での仮植 

○ 販売用苗木の苗畑仮植は植えつけの２ヵ月以上前がよい。 

○ 束仮植をしたり、踏みつけが悪いと活力を弱め、枯れたり、活着を悪くします。 

 

● 苗畑仮植のしかた 

○ 仮植床の畦の方向は、平垣地のときは、南北に。傾斜地では、

上・下の方向にします。 

○ 仮植床の幅は、25 本か 50 本かの１本並べ幅にします。 

○ よく耕して畦をつくり、南側（下側）から大きな溝を掘り、

掘った土を下手に置き（２条目からは覆土用となる。）苗木を並べ、底水をやり、仮植が全部

終わると、更に苗木の上からもう一度水をやるのがよい。 

 
○ 仮植の苗木は、普通風下（一般に南向き、傾斜

地のときは下方に）に向くようにしますが、気

温が 13℃を過ぎるまで仮植をしておくとき

は、苗木が真っ直ぐになるようにします。 
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○ 仮植が終わると、畦ごとに、樹種別、規格別の本数を表示します。 

 

 

○ 風のきついところや霜柱の立つところは防風、防寒対策を！ 

 風には、垣やネットがけを、霜柱には、切藁やネットがけで！ 
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● 国有林では、仮植をしません 

高知営業局管内の山行苗は、大部分が仮植をせず、選別が終わると苗木貯蔵箱につめ、（水滴が

ついているとダメ）日陰に野積みで（３段積みまでのこと）２ヵ月近くも置くとのことです。 

 

 

 

３月上旬でも赤枯病は広がります 

 雪どけや気温が急上昇するときは、赤枯病やペスタロチア病がよく広がりま

す。ボルドー（４：４）かダイセン水和剤を！ 
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梱包の実際 

★輸送の直前に包もう 

★乾かさないように 

★気温の高いとき、遠方へのときは細心の注意を 

 

● 半日前に、タップリと散水を 

● 苗木が乾かないように 

○ 作業は必要な材料を揃えてから、かかろう。 

 

 

○ 苗木（特に根）が乾かないように万全の注意を！ 

 

 

○ 梱包には、根部にヌレ藁を。 
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○ 包む前にも、根に水を！ 

 葉にかけるとムレるので要注意。 

 
 

○ １梱包は、普通つぎのようです。 

 すぎのとき 200 本 ひのきのとき 300 本 
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苗木が着いたら 

★先ず、水仮植で活力の回復を！ 

★土仮植をしたら１週間はそのままに！ 

 

 

● 先ず、品調べを 

○ 注文どおりか、傷みはどうかを調べます。 

 

 

● 苗木が弱っていたり、すぐ造林出来るときは、水仮植をしよう 

○ 水仮植は、流れている清水の小川などでします。 

○ 根だけがつかるようにしよう。 

○ 流れてしまわないようにしよう。 

○ 水につける日数は、気温にもよるが、すぎ３～７日、ひのきで１～２日です。 

 （気温が 13℃以下なら、かなり長く置けます。） 

○ 取り出したら、泥水か細砂で根に土をつけよう。 
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● 土仮植は、造林地に近く排水のよいところで 

○ 畑地がよく、水田は危険です。 

○ 仮植地は、よく耕そう。 

 

 

 

 

 

● 土仮植の手順……10 ページを読んでからしよう。 
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仮植直後の散水です。十分に！ 

しかし、その後の散水、灌水には要注意。根ぐされをおこすことがありますので。 

 
 

 

自家育苗と仮植 

 造林地の近くで、自家用として育苗をしているときは、仮植をせず、植えつけ

をする日の朝、掘り取って持って行くのが一番よいのです。 

 

 

  
さし木苗の選苗のポイント 

 成長のよし・あしよりも、根の本数や根張り

に注意を！ 

根の本数は（す ぎ

ひのき
）７本以上が理想です。 
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植えつけはていねいに 

★余分の苗木は持たないように 

★植え穴は、深く大きく 

★埋めもどしは、よい土で 

 

● 植えつけの適期は、米粒大の白根が出はじめてからが理想です 

● 植えつけは、根を切ってからにしよう 

○ すぎ、ひのきとも、根長は 12～13cm もあればよい。（45cm 上のとき。） 

 

 

● 苗木は、専用の苗木袋で 

○ 飼料の空袋やビニールの苗木入れは、よくありません。せっかくの水気が取られたり、ムレる

からです。 

 理想は、ポリ袋に入れて苗木袋で背負うことです。 

 

○ 造林地での苗木の持ち運びは、タイソウでも昼食やひと休みするまでの植えつけ本数にしよ

う。 
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○ 残余の苗木は、必ず木陰や小屋の内など、風や陽のあたらないところに置こう。 

 
● 植え穴は、深く、大きく 

 （22 ページを） 

 

 

● ていねい植えの手順 
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● 苗木は、（一般には）真っ直ぐに植えよう 

● 埋めもどしは２回にわけて 

○ 埋めもどしの土は、よい土で。 

 シダやカヤの根株を使う人がいます。大抵枯れるでしょう。 

○ 植え穴に７分目入れたときと最後との２回でしめよう。 


